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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
３

月
１

８
日

(
日

)
 

晴
後

曇
り

 

◇
参

加
者

；
豊

嶋
 

寛
、

川
島

 
功

、
濱

野
兼

吉
、

上
村

洋
司

・
和

美
、

 

生
熊

千
満

子
、

畑
林

清
子

、
勝

山
滉

紀
(
豊

嶋
氏

の
孫

)
、

 

竹
中

卓
治

、
高

階
美

根
子

、
瀧

本
昭

太
郎

、
佐

藤
優

美
子

、
 

梶
野

照
雄

、
大

門
健

一
。

 
 

 
 

 
 

 
 

１
４

名
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

新
宮

組
は

川
島

車
に

生
熊

・
畑

林
・

濱
野

、
豊

嶋
車

に
は

上
村

夫
妻

と
孫

の
勝

山
君

が
同

乗
し

、
６

時
５

０
分

に
出

発
し

た
。
 

国
道

１
６

８
号

線
沿

い
の

山
々

に
は

山
桜

が
満

開
で

、
こ

の
桜

が
約

１
０

０
年

ぶ
り

の
新

種
「

ク
マ

ノ
ザ

ク
ラ

」
で

は
な

い
か

と
、

車
内

で
話

題
に

な

る
。

山
桜

は
４

月
中

旬
に

咲
く

ら
し

い
か

ら
、

今
咲

い
て

い
る

の
が

ク
マ

ノ

サ
ク

ラ
で

は
な

い
か

、
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
 

前
鬼

林
道

入
口

に
８

時
５

分
過

ぎ
に

着
く

と
、

西
宮

市
の

大
門

さ
ん

が
待

機
し

て
い

て
、

午
前

４
時

過
ぎ

に
出

発
し

た
と

の
こ

と
。

尾
鷲

・
海

山
の

高

階
・
竹

中
さ

ん
も

先
着

。
程

な
く

和
歌

山
市
・
瀧

本
車
( 奈

良
市
・
佐

藤
さ

ん

同
乗
) 、

集
合

時
間

５
分

前
の

８
時

１
５

分
に

堺
市

・
梶

野
さ

ん
が

到
着

。
 

全
員

揃
っ

た
と

こ
ろ

で
川

島
代

表
が

本
日

の
「

牛
抱

坂
」

「
牛

抱
峠

」
踏

査
の

意
義

を
説

明
し

、
是

非
か

つ
て

の
「

前
鬼

道
」

を
復

活
さ

せ
た

い
と

昨

年
２

回
踏

査
し

、
今

回
歩

き
通

せ
る

様
に

山
道

を
整

備
し

た
い

と
の

こ
と

。
 

登
山

口
に

向
け

前
鬼

林
道

を
５

台
( 川

島
・

豊
嶋

・
竹

中
・

瀧
本

・
梶

野
)

で
出

発
。

西
の

谷
を

渡
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
吹

付
け

擁
壁

の
尾

根
を

回
り

込

む
と

山
側

に
石

垣
が

積
ま

れ
た

地
点

が
登

山
口

で
あ

る
。

運
転

手
を

除
き

下

車
し

、
下

山
場

所
の

前
鬼

林
道

ゲ
ー

ト
Ｐ

に
４

台
デ

ポ
し

、
竹

中
さ

ん
の

車

で
引

き
返

す
。

そ
の

間
に

登
る

準
備

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
畑

林
さ

ん
の

ザ

ッ
ク

に
ヒ

ル
が

這
っ

て
い

る
の

を
見

つ
け

大
騒

動
。

ま
だ

３
月

だ
か

ら
早

い

と
思

っ
て

い
た

が
も

う
活

動
を
始
め

て
い

る
。
特

に
前

鬼
周
辺

は
ヒ

ル
が
多

い
。

こ
れ

か
ら

は
、
虫

除
け
ス
プ
レ

ー
や
塩

が
必
需
品

と
な

る
。

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
牛

抱
坂

登
山

口
で

身
支

度
 

 
 

 
 

 
 

 
牛

抱
坂

へ
と

登
る

 

 今
回

踏
査

整
備

す
る

牛
抱

坂
～

牛
抱

峠
は

、
１

９
５

９
年
( 昭

和
３

４
) 、

１
９

６
０
( 昭

和
３

５
) 年
頃

に
前

鬼
林

道
が
完
成

す
る

ま
で

、
生

活
道

と
し

て
前

鬼
に

向
か

う
人

々
が

通
っ

て
い

た
。
あ

の
釈
迦
ヶ
岳

に
鎮
座

す
る
釈
迦

如
来
立
像

を
強
力
・
岡
田
雅
行
( 通
称
オ
ニ
雅
) が
担

い
で

登
っ

た
道

で
あ

る
。
 

前
鬼

に
は

か
つ

て
２
町

歩
の
田

畑
と

約
２

０
０
人
近

く
の
人

が
暮

ら
し

て

い
た

ら
し

い
。

こ
れ

だ
け

の
人

々
が
暮

ら
せ

る
だ

け
の
賑
わ

い
が
当

時
の

前

鬼
に

あ
り

、
人

と
物

が
行

き
交

っ
て

い
た

の
だ

ろ
う

。
 

最
初

か
ら
急
峻

な
登

り
が

Ｐ
９

０
３
ｍ

ま
で

、
標

高
差

約
６

０
０
㍍
続

く
。

周
り

を
見

渡
す
余
裕

な
ど

な
い

。
地
図

の
等

高
線

は
び

っ
し

り
狭

く
込

ん
で

い
る

。
約

１
時

間
２

回
目

の
休
憩

を
過

ぎ
た
頃

こ
こ

ま
で

が
「

牛
抱

坂
」

で

あ
る

説
明

を
う

け
た

。
私

は
こ

の
急
峻

な
坂

道
に

牛
を

抱
い

て
歩

い
た

の
だ

ろ
う

か
と
訪
ね

る
と

、
梶

野
さ

ん
は

「
子

牛
だ

」
と
答
え

て
く

れ
た

が
、

子

牛
だ

と
し

て
も
数
十
㌔

は
あ

る
だ

ろ
う

か
ら

大
変

だ
っ

た
と
想
像

で
き

る
。

ち
な
み

に
今

日
の
私

の
ザ

ッ
ク

の
重

さ
は

せ
い
ぜ

い
７
～

８
㌔

程
度

で
あ

る
。
 

尾
根

下
を

通
り
抜

け
る

と
尾

根
の
急

登
と

な
り

、
Ｐ

９
０

３
ｍ

の
手

前
ぐ

ら
い

か
ら
緩
や

か
に

な
り

、
獣

除
け
ネ

ッ
ト

沿
い

に
所

々
岩
稜

の
尾

根
を
辿

る
が

、
潅
木

が
遮

り
チ
ェ

ン
ソ

ー
・

手
鋸

で
切

除
し

な
が

ら
進

む
。
冬
枯

れ

の
木

々
の

間
か

ら
近
隣

の
山

々
が
望
め

る
よ

う
に

な
る

。
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牛
抱

坂
の

急
登

 
 

 
 

 
 

 
 

支
尾

根
合

流
地

点
 

 

 
 

 
 

 

 
尾

根
下

を
捲

く
 

 
 

 
P
9
0
3
m
へ

の
急

登
！

 
 

 
 

遮
る

枝
を

切
除

 

 展
望

が
開

け
る

と
何

と
な

く
周

り
を

見
る
余
裕

も
で

き
、
身
体

も
慣

れ
少

し
汗
ば
み
楽

に
な

っ
て

く
る

。
 

Ｐ
９

０
３
ｍ
傍

の
３

回
目

の
休
憩

を
し

た
岩
稜

の
尾

根
は

、
展
望

が
良

く

大
日
岳
～
釈
迦
ヶ
岳
～
五
百
羅
漢
～
孔
雀
岳
等

の
大
峯
奥
駈

道
の
稜

線
が
よ

く
見
え

、
稜

線
に

は
少

し
雪

が
残

っ
て

い
る

。
手

前
の

尾
根
鞍
部

が
牛

抱
峠

と
の

こ
と

。
 

 

 
 

 
 

 

P
9
0
3
m
傍

の
枝

切
除

 
 

 
大

日
岳

～
釈

迦
ヶ

岳
～

孔
雀

岳
 

小
休

止
後

の
出

発
準

備
 

 Ｐ
９

０
３
ｍ

を
越
え

た
鞍
部
よ

り
前

回
は

、
尾

根
を
捲

く
様

に
古

道
沿

い

に
辿

っ
た

が
、
斜
面

の
崩
落

で
進
め
ず

尾
根

に
登

っ
た
事

か
ら

、
尾

根
沿

い

の
獣

除
け
ネ

ッ
ト

に
沿

っ
て
辿

り
、

尾
根

の
途

中
で
ネ

ッ
ト

を
越
え

て
尾

根

を
辿

る
。

尾
根

の
高

野
槙
や
馬
酔
木
等

の
枝

は
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
( 川

島
) と

上

村
さ

ん
の
剪
定
バ

サ
ミ

が
大

活
躍

。
 

 
 

 
 

P
9
0
3
m
よ

り
鞍

部
へ

下
る

 
真

中
の

尾
根

鞍
部

が
牛

抱
峠

 
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
の

出
番

 

 
 

今
回

は
国
土

地
理
院
( ２
万

５
千

分
の

１
) 地
図

に
Ｇ

Ｐ
Ｓ

、
そ

れ
に
ス

マ

ホ
の
電

子
地
図

を
駆
使

し
て

の
踏

査
。
私

た
ち

が
通

過
し

て
い

る
コ

ー
ス

は
、

古
道
よ

り
数
十
㍍

上
を

通
過

し
て

い
る

ら
し

い
が

、
４

０
年
以

上
も

前
の

地
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形
で

の
地
図

だ
け

に
、

地
図

上
の
古

道
( 前

鬼
道
) も
形
跡

ら
し

き
も

の
は

あ

る
が

、
現
況

の
確
認

は
非
常

に
難

し
い

。
 

尾
根

の
小

Ｐ
９

８
０
ｍ

地
点

に
出

る
と
視
界

が
開

け
、
歩

き
や

す
く

な
り

、

眼
前

に
牛

抱
峠

が
よ

く
見
え

る
場

所
で
昼
食

。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

小
Ｐ

9
8
0
m
尾

根
で

昼
食

 
 

 
 

 
 

 
 

 
昼

食
後

の
出

発
前

 

 昼
食

後
、

牛
抱

峠
に

向
か

っ
て

出
発

。
昨

年
、
沖
崎

・
山

川
さ

ん
達

が
、

斜
面
崩
落
箇

所
上
部

の
斜
面

を
横
捲

い
た

の
で

、
１

０
３

０
ｍ

地
点
近

く
ま

で
尾

根
を

登
り

、
大
タ
ワ

谷
源
流
部

の
斜
面

を
ト

ラ
バ

ー
ス

し
て

牛
抱

峠
へ

の
ネ

ッ
ト

の
あ

る
尾

根
へ

。
尾

根
は
シ
ャ

ク
ナ

ゲ
等

で
進
み
辛

く
、
切

除
し

な
が

ら
辿

っ
た

こ
の

間
の

ル
ー

ト
に

、
ピ

ン
ク
テ

ー
プ

の
目
印

を
付

け
た

。
 

 
 

 

1
0
3
0
m
地

点
の

尾
根

よ
り

大
タ

ワ
谷

源
流

部
を

横
切

る
 

牛
抱

峠
手

前
の

ヒ
メ

シ
ャ

ラ
 

 梶
野

さ
ん

は
、
古

道
に
近

い
場

所
を
単
独

で
辿

り
、

牛
抱

峠
を
目
指

し
て

先
着

し
た

が
、
斜
面
崩
落

に
よ

り
忠

実
に
古

道
は
辿

れ
な

い
と

の
こ

と
。
担

ぎ
上
げ

た
「

牛
抱

峠
・
9
6
0
m
」

の
標
識

を
設
置

し
て

待
機

。
 

尾
根

が
緩
や

か
に

な
る

と
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
林

が
あ

り
、
材
搬

出
の
ワ
イ
ヤ

ー

ロ
ー
プ
等

の
廃

機
材

が
あ

り
歩

き
や

す
く
古

道
に

出
る

。
直

ぐ
に

牛
抱

峠
で

全
員

が
合
流

し
記
念
撮
影

。
傍

に
は
乾

さ
ん

が
付

け
た
白

い
峠
標
識

が
あ

る
。
 

 
 

 
 

 
 

本
日

の
参

加
者

(
牛

抱
峠

に
て

)
 

 
 

 
 

 
 

 
ウ

リ
ネ

谷
源

流
部

 

 

こ
こ

か
ら

は
っ

き
り

し
た
古

道
が

あ
り

、
ウ

リ
ネ

谷
に

向
か

っ
て

下
り

、

ウ
リ
ネ

谷
源
流
部

を
渡

っ
て
右

上
に

登
る

。
此
処

か
ら

は
、

梶
野

さ
ん

の
踏

査
で

は
斜
面
崩
落

で
古

道
沿

い
の

道
が

見
当

た
ら
ず

、
昨

年
同

様
に
獣

除
け

ネ
ッ

ト
に

沿
っ

た
山

道
を
辿

っ
て

、
黒

谷
の
頭
( 黒

谷
峠
) 山
頂

か
ら
張

り
出

し
た
休

場
ノ

尾
に

向
っ

て
ト

ラ
バ

ー
ス

。
足
元

が
崩

れ
や

す
く

非
常

に
不
安

定
。

一
番
若

い
勝

山
君

も
こ

ん
な
危
険

な
場

所
が

あ
る

と
は

思
っ

て
い

な
か

っ
た

ら
し

く
悪
戦
苦
闘

し
て

い
る

。
佐

藤
さ

ん
が

後
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス

し
な

が
ら
無
事

通
過

。
や

は
り
体
力
や
若

さ
よ

り
経
験

が
も

の
い

う
。
 

足
元

が
崩

れ
や

す
く
不
安
定

な
の

と
、

手
を
添
え

る
場

所
が

な
く

、
大

門

さ
ん

が
横

前
に
進

む
こ

と
が

出
来

な
く

な
り

、
瀧

本
さ

ん
が
補
助

ザ
イ

ル
を

出
し

て
、

ザ
イ

ル
ロ

ー
プ

を
手

が
か

り
に

な
ん

と
か
無
事

通
過

。
や

っ
と
休

場
ノ

尾
に

到
着

。
牛

抱
峠

を
出

発
し

て
約

１
時

間
。
視
界

が
少

し
開

け
、
左
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手
下

に
林

間
か

ら
前

鬼
の
里

が
見
え

た
。
 

 
 

 

ウ
リ

ネ
谷

を
渡

り
斜

上
 

 
 

 
獣

除
け

ネ
ッ

ト
沿

い
の

ト
ラ

バ
ー

ス
道

 

 こ
こ

か
ら

も
急
峻

な
尾

根
の

下
り

が
続

く
、

手
の
届

く
範
囲

に
雑
木

が
あ

る
の

で
、
傍

ら
の
木

々
に
掴

ま
り

な
が

ら
下

る
。
去

年
、
小
池

の
宿

か
ら
黒

谷
峠

の
山
頂

を
越
え

て
、

こ
の

尾
根

を
下

っ
た

こ
と

を
思

い
出

す
。
 

前
鬼

道
が
交
差

す
る

所
ま

で
下

り
、

川
島

さ
ん
よ

り
「

こ
れ

が
先
ほ
ど

渡

っ
た

谷
か

ら
の
古

道
で

、
い

ま
は
寸
断

さ
れ

て
い

る
が

、
沢

沿
い

か
ら

こ
こ

ま
で
続

き
、

こ
こ

か
ら

前
鬼

ま
で

も
通
じ

て
い

た
」

と
説

明
を
受

け
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

急
峻

な
休

場
ノ

尾
根

を
下

る
 

 
 

 

 少
し

下
る

と
林

道
が

見
え
ゴ

ー
ル

の
デ

ポ
し

た
駐

車
場

に
到

着
し

た
。
 

休
憩

を
含
め

約
６

時
間

３
０

分
。

歩
行

時
間

は
６

時
間

に
満

た
な

い
が

、

休
憩

時
間

も
少

な
く

、
急
峻

な
上

り
下

り
の
連
続

と
不
安
定

な
ト

ラ
バ

ー
ス

で
随

分
時

間
が
掛

か
っ

た
が

、
私

の
万

歩
計

は
７

０
０

０
歩

。
時

間
の
割

に

は
歩

い
て

い
な

い
。

地
図

で
距
離

を
見

て
も

そ
れ

程
長

い
距
離
( 約

６
㎞
) で

は
な

い
が

、
歩

き
ご

た
え

の
あ

る
行

程
で

あ
っ

た
。
彼
岸

の
お
供
え

に
高

野

槙
も
十

分
採

れ
た

。
し

ん
ど

か
っ

た
け
ど
充

分
満
足

の
い

く
山
行

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
前

駐
車

場
に

無
事

下
山

！
 

 
 

 
 

 
 

記
念

撮
影

！
 

６
０

年
前
多

く
の
人

々
が

通
っ

た
前

鬼
へ

の
古

道
。
国
土

地
理
院

の
地
図

、

に
Ｇ

Ｐ
Ｓ

と
デ
ジ
タ

ル
地
図

を
重
ね

な
が

ら
の

踏
査

。
今

回
の

踏
査

整
備

で

も
ま

だ
ま

だ
十

分
と

は
言
え

な
い

。
安

全
面

も
含
め

整
備

に
は

、
も

っ
と

き

め
細
や

か
な
調

査
と

整
備

時
間

と
労
力

が
必
要

で
あ

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
前

鬼
口

バ
ス

停
で

終
礼
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最
後

に
前

鬼
林

道
口

に
戻

り
、

川
島

代
表
よ

り
今

日
の
成
果

と
今

後
の
課

題
、
来
週

の
行
仙
宿

か
ら

２
１
世

紀
の
森

ま
で

の
点
検
巡
視

の
案

内
と

参
加

要
請

を
受

け
、

１
６

時
過

ぎ
に
解
散

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の
家
路
へ

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

8
:
0
5
前

鬼
口
バ
ス
停
8
:
1
5
→
池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
に

車
回
送
→
8
:
5
0
牛

抱
坂

登
山

口
8
:
5
5
→
9
:
5
5
尾

根
合
流

点
1
0
:
0
5
→
1
0
:
5
5「
P
9
0
3
m
」
1
1
:
1
5
→
1
1
:
5
5

「
9
8
0
m
の

尾
根

」
(
昼
食

)
1
2
:
2
5
→
1
0
3
0
m
地

点
よ

り
源
流
部

ト
ラ
バ

ー
ス

1
2
:
3
5
→
1
3
:
3
0
牛

抱
峠
1
3
:
4
5
→
ウ

リ
根

谷
源
流
1
4
:
0
0
→
1
4
:
3
5
休

場
の

尾

根
→
1
5
:
3
0
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト
1
5
:
4
0
→
1
5
:
5
5
前

鬼
口
バ
ス
停
1
6
:
0
5
(
解

散
)
。

 
 

 
 

 
 

 
(
記記 記記
；； ；；
濱
野

濱
野

濱
野

濱
野
、、 、、
写
真

；
梶
野

・
瀧

本
・

川
島

)
 

 
 

 
 

大
タ

ワ
谷

の
源

流
部

を
辿

っ
た

ル
ー

ト
図

「
佐

藤
さ

ん
作

図
」
 

 
 

 

 
前

鬼
道

に
近

い
地

点
を

辿
っ

た
ル

ー
ト

図
「

梶
野

さ
ん

作
図

」
 

   


